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出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

出典は列挙するだけでなく、脚注などを用いてどの記述の情報源であるか
を明記してください。記事の信頼性向上にご協力をお願いいたします。（2014
年8月）

ノリタケの森（ノリタケのもり）は名古屋市西区にあ
る公園、レストラン、ミュージアムなどを含む複合
施設。ノリタケカンパニーリミテドによって同社の本
社に隣接する工場跡地に作られ、2001年10月5日
に開場した。2005年4月1日に株式会社ノリタケの
森が設立され、施設の運営に当たっている。
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概要

ノリタケカンパニー
リミテドの前身で
ある日本陶器合
名会社は1904年
に森村市左衛門ら
によって設立さ
れ、名古屋市西区
に工場・本社が建
設され、食器の生
産が行なわれてい
た。やがて生産体制の変化とともに当地での食器生産が終わり、赤レンガ製の工場の建物群が残って
いた。コーポレートアイデンティティ確立などの観点からこれらの建造物の活用が検討され、地域社会貢
献のための広い緑地を含む複合施設「ノリタケの森」の設立が決定された。

工場の跡地110,313 m2のうち44,960 m2がノリタケの森にあてられ、南側にコマーシャルゾーン、中央に
ゲートウェイ、北側に自然系ゾーンが配置される事になった。この際、新しい建築物を作らず既存の建物
を改装・補強して再利用した事が大きな特徴である。
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レンガ造りの建物

南側のコマーシャルゾーンにはノリタケテーブル
ウェアの運営する食器店「ノリタケスクエア名古屋」
や、ノリタケカンパニーリミテド製の食器を使用す
るレストラン、貸しギャラリーなどがある。レストラン
とギャラリーは旧・事務所棟を改装したもので、食
器店には天井の高い旧・配送センターを再利用し
た。また、2005年3月5日には創業者の森村市左衛
門や大倉孫兵衛を記念した「森村・大倉記念館」が
敷地内に開設された。これは表面のモルタルを剥
がしたレンガ造りの建物を使っている。

北側の自然系ゾーンには広場などがあり、かつて
45メートルの高さを誇り工場のシンボルマークで
あった6本の大煙突が10メートル弱に切られた状
態で並んでいる。施設付近の郷土種であるコナラ
などを植えたりビオトープを作ったりして生態系を回復させており、鳥や昆虫の種類は名古屋城周辺の
緑地と同程度まで増加している。 なお植生については、コマーシャルゾーンにはメタセコイアやケヤキを
植え、外周には既存のイチョウを用いるなど常緑樹と落葉樹を組み合わせたデザインとなっている。

1970年代後半、当地に日本初のドーム球場「ノリタケドーム」を建設する計画が持ち上がったことがあっ
たが、諸事情によって立ち消えとなった。

赤レンガ建築、6本煙突、森村・大倉記念館CANVASは経済産業省近代化産業遺産に認定されている
[1]。

所在地

〒451-8501 名古屋市西区則武新町三丁目1番36号

アクセス

鉄道

◾ JR・地下鉄・あおなみ線-名古屋駅から徒歩15分
◾ 名鉄名古屋駅、近鉄名古屋駅からの場合、徒歩20分

◾ 名古屋市営地下鉄東山線-亀島駅から徒歩5分
◾ 名鉄-栄生駅から徒歩15分

バス

◾ 名古屋市営バス-「ノリタケの森」からすぐ

道路

◾ 名古屋高速都心環状線-錦橋出口

利用時間など

◾ 利用時間 - 9：00～18：00（クラフトセンター、森村・大倉記念館は17:00まで、レストランは22:00ま
で）

◾ 休業日 - 毎週月曜日（月曜日が祝祭日の場合は翌日）、年末年始
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◾ 入場料 - 無料（クラフトセンターは大人500円、高校生300円、中学生以下・障害者・65歳以上は無
料）

（いずれも2007年3月現在、詳細は公式サイト参照）

受賞歴

◾ グッドデザイン賞（2003年）
◾ 第23回「緑の都市賞」・国土交通大臣賞
◾ 2002年度「名古屋市都市景観賞」

参考文献

◾ 大成建設設計本部　『ノリタケの森--2005』　新建築、Vol.82、P.146-149、2007年3月。
◾ 『close up 緑地 都心の工場跡地を緑の森に ノリタケの森』　日経アーキテクチュア、Vol.797、

P.18-23、2005年5月30日。

脚注

1. ^ ノリタケの森（ノリタケの森について） (http://www.noritake.co.jp/mori/about.html)

外部リンク

◾ ノリタケの森・公式サイト (http://www.noritake.co.jp/mori/)
◾ 愛知の公式観光ガイド AICHI NOW　ノリタケの森 (https://www.aichi-now.jp/spots/detail/12/)

「 oldid=62447439&森ノリタケのhttps://ja.wikipedia.org/w/index.php?title= 」から取得

カテゴリ: 日本の企業博物館 陶芸美術館 名古屋市の美術館 名古屋市西区の教育

名古屋市の観光地 名古屋市の公園 名古屋市西区の建築物 名古屋市西区の地理

名古屋市の商業施設 2001年開業の施設 ノリタケグループ 日本国認定近代化産業遺産

◾ 最終更新 2016年12月28日 (水) 08:48 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
◾ テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件

が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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